
HPE LoadRunner

12.5新機能ご紹介
2016年1月



2

HTTPプロトコル用スクリプト言語 JavaScript サポート
スクリプト作成言語

これまでの C 言語だけではなく JavaScript でも作成が可能になりました
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ブラウザ互換の TruClient スクリプト
記録・再生ブラウザを自由に選択可能になりました

これまでの IE と FireFox だけではなく、新たに Chrominum も対応
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ネットワーク仮想化設定の容易化
コントローラ上から設定が可能になりました

これまではネットワーク仮想化設定のために別 UI にて設定する必要がありましたが、12.5より統合されました。
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VUGen上 NV Analytics レポート表示 (1/2)
HTTPプロトコル、TruClient のみ利用可能

VUGen で実行後、「再生のサマリ」表示画面からレポート表示画面へジャンプします
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VUGen上 NV Analytics レポート表示 (2/2)
HTTPプロトコル、TruClient のみ利用可能

レポートでは、通信内容の時間経緯分析や最適化アドバイス情報を表示します。

スクリプト実行時のコンテンツ単位で通信順序と
消費時間を可視化

これまでのHP社の実績からアドバイスを表示
（英語になります）
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LoadGenerator クラウド対応サポート
Google App Engine や Azure にも対応

これまでのAWS対応以外に Google App Engine や Azure 上のLoadGeneratorを利用して負荷を生成可能になり
ました（クラウド側で発生する費用はLRライセンスには含まれませんのでご注意ください）。

クラウドを利用し、数万以上のVU負荷環境も
10数分で構築可能になります
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その他の新機能

• NV統合強化
–場所ごとのトランザクション応答を比較するための新しいグラフの提供

• Analysisの改善
– Chrome および Firefox ブラウザでのHTML レポートのサポート

– TruClient - Native Mobileプロトコル用の新しいグラフ

• LoadGenerator の動作環境強化
– Linux LoadGenerator の Docker サポート
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動作環境

推奨動作環境

CPU Dual-Core 2.2 Ghz 以上

OS  Windows Server 2008 R2 SP1 64-ビット

 Windows Server 2012 R2 64 ビット

 Windows 7 SP1 32 ビット / 64 ビット (推奨)

 Windows 8.1 64 ビット

空きメモリー量 8 GB 以上

スクリーン解像度 1366x768以上

ブラウザ Microsoft Internet Explorer 9 , 10, 11

空きHDD容量 40 GB 以上



Thank you


